


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































現は7つ に分類される.と きに重複 している分野 もあるが,最 も重要なのは,変化する社会の必要
性に対応するためにつくられた言葉についての部分である.
最 後の 章 では,今 日のEFL教 師の ため に 「正 確 さ」(correctness)対「容認 可 能性」
(acceptability)・「適切 さ」(appropriateness)という概念の意味するものについて扱 う.無意識の





最後に簡単なアンケー トの結果(イ ギリス英語における,あ る表現の容認可能性についての12の
質問)を示す.国際コ ミュニケーション学部英語学科の5人 の講師 〔イギリス,北アイルランド(イ
ングランド在住),アメリカ,カ ナダ,ニュージーランド 計5名 〕の方々に回答していただいた.
かなり多くの部分で意見が分かれる興味深いものとなった.た だし,上記の国々で話されている多
種多様な英語という範疇で考えれば,多 くの部分でより同意が得られるものと思われる.
